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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期
第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 2017年４月１日
至 2017年６月30日

自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2017年４月１日
至 2018年３月31日

売上高 (千円) 7,110,796 7,694,122 31,050,832

経常利益 (千円) 40,127 110,085 430,046

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 7,993 58,612 243,841

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 21,251 79,813 226,905

純資産額 (千円) 3,676,694 3,907,638 3,866,770

総資産額 (千円) 15,551,684 16,478,742 14,826,564

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 2.05 15.05 62.61

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 23.6 23.7 26.1
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　①経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は回復基調が持続しており、企業収益が堅調な中、維持・更新、合理化・省

力化を中心とした設備投資が増加基調にあり、雇用・所得環境も改善が続き、個人消費は持ち直し傾向が続いてい

ます。

当社グループが属する管工機材業界におきましては、新設住宅着工数は弱い動きではありますが堅調に推移して

おり、都心部や地方都市での再開発や宿泊施設、物流施設の建設等の需要は旺盛で全体的に市場環境はプラス基調

で推移しています。

　以上のような経営環境のもと、当社は、「働きがいのある会社を目指してイノベーション（改革・改善）を実行

する」を基本方針に、働き方改革、物流改革、業務改善の推進、新たなビジネスチャンスの発掘、グループ間の連

携・協働の強化等に、企業グループの総力を結集して取り組みました。

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高が7,694百万円（前年同

期比8.2％増）、営業利益が84百万円（同392.0％増）、経常利益が110百万円（同174.3％増）、法人税等考慮後の

親会社株主に帰属する四半期純利益が58百万円（同633.3％増）となりました。

 

セグメントの業績を示すと次のとおりです。

　

　[管工機材]

当セグメントにつきましては、売上高は7,638百万円（前年同期比8.4％増）、セグメント利益（営業利益）は92

百万円（同155.0％増）となりました。

　

　[施工関連]

当セグメントにつきましては、売上高は55百万円（前年同期比15.0％減）、セグメント損失（営業損失）は7百万

円（前年同期は17百万円の損失）となりました。
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管工機材の商品区分別状況は以下のとおりです。

 

（排水・汚水関連商品）

当商品群は、ビルやマンションの排水・汚水配管に使用される商品が中心となります。旺盛なマンション、ホテ

ルの需要に加えて札幌駅前など地方都市の再開発案件も活発化したことにより排水鋳鉄管が増加、広島での工場新

設案件の受注により耐火二層管が増加したこと等により、当商品群の売上高は1,671百万円（前年同期比5.8％増）

となりました。

 

（給湯・給水関連商品）

当商品群は、戸建住宅や集合住宅の給湯・給水配管に使用される商品が中心となります。堅調な需要の取り込み

に注力した結果、多品種に渡り受注が増加しています。中でも値上げ前の駆け込み需要の受注やメーカーシフトを

進め冷媒管が増加、物件・在庫の受注拡大によりステンレス管・継手が増加、子会社ダイポリシステム㈱が展開す

るプレハブシステムが増加したこと等により、当商品群の売上高は1,991百万円（前年同期比18.1％増）となりまし

た。

 

（化成商品）

当商品群は、戸建住宅や集合住宅の配管に使用される塩ビニル樹脂のパイプ・継手、マス類が中心となります。

化成（塩ビ）商品は、管工機材の中でも流通・在庫量が多い商品であり、軽量・安価・高施工性により鉄系の配管

資材から需要が移行している商品群なため、継続して販売強化商品としています。メーカーとの連携を強化し、物

件・在庫の受注獲得に努めた結果、当商品群の売上高は2,106百万円（前年同期比3.5％増）となりました。

 

（その他）

当商品群は、上記以外の管材類・副資材や住宅設備機器類が中心となります。住宅設備機器類は配管資材類に比

べ販売単価が高く、不定期なスポット案件や厳しい競合環境により受注に波がありますが、販売強化商品群と位置

づけ、営業エリア毎の市場に合ったメーカーとの連携を強化しながら受注に努めた結果、給水関連部材、受水槽、

エアコン、エコキュート、雨水貯留浸透施設等が増加し、当商品群の売上高は1,868百万円（前年同期比7.2％増

加）となりました。
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　②財政状態

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,652百万円増加し、16,478百万円と

なりました。流動資産は1,653百万円増加し、流動資産合計で12,581百万円となりました。この主な要因は、受取手

形及び売掛金が691百万円増加、電子記録債権が954百万円増加したこと等によるものです。固定資産は０百万円減

少し、固定資産合計で3,897百万円となりました。この主な要因は、無形固定資産のその他が10百万円増加、投資有

価証券が９百万円減少したこと等によるものです。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて1,611百万円増加し、12,571百万円とな

りました。流動負債は1,646百万円増加し、10,036百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び買掛金が

113百万円増加、短期借入金が1,560百万円増加したこと等によるものです。固定負債は35百万円減少し、2,534百万

円となりました。この主な要因は、長期借入金が42百万円減少したこと等によるものです。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて40百万円増加し、3,907百万円となり

ました。この主な要因は、利益剰余金が19百万円増加、繰延ヘッジ損益が９百万円増加、為替換算調整勘定が14百

万円増加したこと等によるものです。

 

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2018年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2018年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,969,000 3,969,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であり
ます。

計 3,969,000 3,969,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年６月30日 ― 3,969,000 ― 646,494 ― 786,078
 

 

 

(5) 【大株主の状況】

       当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2018年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 74,400
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,894,000
 

38,940 ―

単元未満株式 普通株式 600
 

― ―

発行済株式総数 3,969,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,940 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」の欄の株式数には当社所有の自己株式 58株が含まれております。

 ２ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2018年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  2018年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 大阪市西区阿波座一丁目
13-15

74,400 ― 74,400 1.87
クリエイト株式会社

計 ― 74,400 ― 74,400 1.87
 

 

 

２ 【役員の状況】

    該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2018年４月１日から2018年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,217,955 925,739

  受取手形及び売掛金 ※2  5,497,399 ※2  6,188,983

  電子記録債権 ※2  1,128,585 ※2  2,082,657

  商品及び製品 2,496,950 2,806,878

  仕掛品 307,746 322,437

  原材料及び貯蔵品 192,502 203,547

  その他 123,983 89,674

  貸倒引当金 △37,155 △38,892

  流動資産合計 10,927,968 12,581,025

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 403,913 396,594

   機械装置及び運搬具（純額） 19,576 19,115

   土地 1,576,016 1,576,016

   リース資産（純額） 14,456 13,504

   その他（純額） 54,642 62,439

   有形固定資産合計 2,068,604 2,067,670

  無形固定資産   

   リース資産 3,483 3,306

   その他 36,695 47,041

   無形固定資産合計 40,179 50,348

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 485,977 478,600

   その他 1,374,603 1,371,915

   貸倒引当金 △71,046 △71,075

   投資その他の資産合計 1,789,533 1,779,440

  固定資産合計 3,898,317 3,897,459

 繰延資産 278 257

 資産合計 14,826,564 16,478,742
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  5,361,670 ※2  5,475,360

  電子記録債務 ※2  1,430,023 ※2  1,418,785

  短期借入金 40,000 1,600,000

  1年内返済予定の長期借入金 735,958 764,492

  リース債務 6,553 6,553

  未払法人税等 99,704 57,799

  賞与引当金 181,848 291,985

  役員賞与引当金 20,500 ―

  その他 513,828 421,481

  流動負債合計 8,390,087 10,036,457

 固定負債   

  長期借入金 1,401,275 1,358,309

  リース債務 18,961 17,323

  役員退職慰労引当金 28,286 29,593

  退職給付に係る負債 937,615 947,973

  資産除去債務 6,416 6,437

  役員退職慰労未払金 51,100 51,100

  その他 126,051 123,909

  固定負債合計 2,569,706 2,534,646

 負債合計 10,959,793 12,571,104

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 646,494 646,494

  資本剰余金 803,217 803,217

  利益剰余金 2,453,946 2,473,613

  自己株式 △41,917 △41,917

  株主資本合計 3,861,740 3,881,407

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 60,828 53,715

  繰延ヘッジ損益 △8,010 1,209

  為替換算調整勘定 23,121 37,740

  退職給付に係る調整累計額 △70,909 △66,433

  その他の包括利益累計額合計 5,029 26,231

 純資産合計 3,866,770 3,907,638

負債純資産合計 14,826,564 16,478,742
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

売上高 7,110,796 7,694,122

売上原価 5,871,602 6,354,675

売上総利益 1,239,194 1,339,446

販売費及び一般管理費 1,222,009 1,254,902

営業利益 17,185 84,544

営業外収益   

 受取利息 813 487

 受取配当金 921 975

 不動産賃貸料 17,082 15,462

 仕入割引 36,908 38,364

 その他 9,560 14,396

 営業外収益合計 65,287 69,686

営業外費用   

 支払利息 6,232 5,118

 手形売却損 4,975 2,928

 不動産賃貸原価 10,731 10,105

 売上割引 18,104 20,788

 その他 2,299 5,204

 営業外費用合計 42,344 44,145

経常利益 40,127 110,085

税金等調整前四半期純利益 40,127 110,085

法人税等 32,134 51,472

四半期純利益 7,993 58,612

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,993 58,612
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

四半期純利益 7,993 58,612

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 10,749 △7,113

 繰延ヘッジ損益 △1,003 9,219

 為替換算調整勘定 △2,843 14,619

 退職給付に係る調整額 6,355 4,475

 その他の包括利益合計 13,258 21,201

四半期包括利益 21,251 79,813

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 21,251 79,813

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務　

 
前連結会計年度

(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(2018年６月30日)

受取手形割引高 1,149,103千円 675,229千円

手形債権流動化に伴う買戻義務 387,532千円 261,971千円

電子記録債権割引高 1,739,381千円 722,430千円
 

 

 
　※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しており

　　ます。

　   なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の満期手形が、四半期連結会計期間末

　　残高から除かれております。

 
前連結会計年度

(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(2018年６月30日)

受取手形 330,973千円 276,572千円

支払手形 605,987千円 491,033千円

電子記録債権 92,376千円 83,455千円

電子記録債務 277,941千円 248,941千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年６月30日)

減価償却費 20,098千円 22,089千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月23日
定時株主総会

普通株式 31,156 8.00 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日
定時株主総会

普通株式 38,945 10.00 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２管工機材 施工関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,045,462 65,334 7,110,796 ― 7,110,796

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,260 12,102 15,363 △15,363 ―

計 7,048,722 77,437 7,126,160 △15,363 7,110,796

セグメント利益又は損失(△) 36,253 △17,974 18,279 △1,094 17,185
 

(注)１.セグメント利益又は損失の調整額△1,094千円は、セグメント間取引消去等であります。

　　２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
 

四半期連結損益
計算書計上額
(注)１管工機材 施工関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,638,571 55,551 7,694,122 ― 7,694,122

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

8,973 90 9,063 △9,063 ―

計 7,647,544 55,641 7,703,185 △9,063 7,694,122

セグメント利益又は損失(△) 92,440 △7,896 84,544 ― 84,544
 

(注)１.セグメント利益又は損失の合計額と、四半期連結損益計算書の営業利益に計上した額は一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 2円05銭 15円05銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (千円) 7,993 58,612

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金
額　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (千円)

7,993 58,612

   普通株式の期中平均株式数　　　　　　　(株) 3,894,542 3,894,542
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2018年８月２日

クリエイト株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 森　　内　　茂　　之 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池　　田　　哲　　雄 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリエイト株式

会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2018年４月１日から2018年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリエイト株式会社及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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